
赤﨑　勇 氏
名城大学終身教授
名古屋大学特別教授・名誉教授
愛知県名古屋市  在住

▲赤﨑勇氏へ「南九州市名誉市民称号の記」が授与されました。

▲式典終了後の記念撮影。

▲記念品として贈られた川辺仏壇の神輿に見入
る赤﨑勇氏夫妻。

▲製作の中心を担った芝原重志さんは、「名誉あ
る仕事に携われた。来年は、伝統工芸品国指定
40周年の節目でもあり、弾みが付きます」と話
しました。

▲

南九州市名誉市民章には、市の花「ひ
まわり」と市章を、上部には市の木
「お茶」の葉とお茶畑をデザインして
います。

▲

称号の記および漆
塗箱の「南九州市名
誉市民章」の文字は
本市出身で元鹿児
島県書道会会長の
松清秀仙氏に書い
ていただきました。

南九州市名誉市民称号の記授与式南九州市名誉市民称号の記授与式
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